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○ 藤沢市漁協では、平成29年 1月にチョウセンハマグリに対して「湘南はまぐり」のかなが

わブランドを取得してから、取引先料理店が前年比 2 倍以上に増え、出荷量も倍増しています。

9月には、同漁協が料理店等に活きが良い状態でスムーズに出荷するため、ラインを活用した

「湘南はまぐりライングループ」を作成し、同漁協の漁業者の漁獲状況や料理店の需要状況の

相互連絡の効率化を図っています。 

料理店では湘南はまぐりの焼蛤やお吸物が人気です 

○ 平塚の燻製加工業者は、平塚市漁協の川長三晃丸さんの定置網に入ったシュモクザメを使っ

た燻製品を完成させ、販売を始めました。これを4年前に製品化したシイラの加工品と同等の

価格設定で、８月 30 日に高島屋玉川店の「ワインとマリアージュ」の催しで販売したところ、

シイラの燻製製品よりも売れ行きが良かったそうです。その加工業者によれば、燻製にする際

の歩留まりもシイラと比べてシュモクザメの方が良いそうです。川長三晃丸の磯崎指導漁業士

を始めとしたサメ協議会のメンバーも未利用だったサメの有効活用の第一歩と期待を寄せてい

ます。 

      定置網に入ったシュモクザメを使ったサメの燻製製品 

○ ９月２日、県水産課は横浜市中区の波止場会館で、漁業就業マッチング会を開催しました。

漁業就業マッチング会とは、漁業への就業希望者が、求人を希望している神奈川県内の漁協・

漁業会社・個人漁業者等と、就業について直接相談できるイベントです。会場では、就業希望

者23名と漁協・漁業会社・個人漁業者等8組との間で、熱心な相談が行われました。 

○ ９月４日、みうら漁協金田湾販売所の漁業者が管理するワカメ種糸の生育状況を顕微鏡下で

観察したところ、その生長は順調でした。今後は引き続き種糸の管理に気を配りながら、仮沖



出しに向けて準備を進めていくとのことです。 

○ 9月５日、（一財）横須賀西部水産振興事業団は横須賀市大楠漁協及び長井町漁協の協力の

もと、各漁協地先にカサゴ種苗（全長約5cm）を４千尾ずつ放流しました。なお、横須賀市大

楠漁協地先での放流については、その一部を横須賀市立大楠小学校の３年生が、放流の体験を

しました。カサゴは重要な漁業資源であるため、漁業者は、その放流効果に期待しています。 

○ ９月６日、横浜市内で平成29年度青年漁業士養成講座（漁業制度コース）が開催され、青

年漁業士候補者 1 名及びオブザーバー1 名の合計 2 名の漁業者が受講しました。講義の内容は、

漁業関係法令や漁港、衛生管理等多岐に渡りましたが、両名とも最後まで熱心に受講していま

した。 

○ ９月７日、横須賀市東部漁協、（一財）東京湾南部水産振興事業団及び、（公財）神奈川県

栽培漁業協会により、北下浦地先で１万尾、久里浜で３万尾のカサゴ（全長約４cm）が放流さ

れました。大きく成長して漁獲されることが望まれます。 

○ ９月８日、横須賀市東部漁協、（一財）東京湾南部水産振興事業団及び（公財）神奈川県栽

培漁業協会により、久里浜地先でマダイ（全長約４cm）１万２千尾、クロダイ（全長約４

cm）２万５千尾が放流されました。大きく成長して漁獲されることが望まれます。 

○ ９月 13 日、長井町漁協の本港地区及び新宿地区でワカメ種糸を生産している漁業者を訪ね、

ワカメ種糸の生育状況を顕微鏡で確認したところ、多くの卵細胞が見られ、順調に生育してい

ました。10月の仮沖出しへ向けて、海水温が順調に低下することが望まれます。 

○ 9月 14日、平塚市漁協所属誠力丸さんは、チョウセンハマグリの漁法について藤沢市漁協

を視察しました。当日は、同漁協の葉山組合長から、ハマグリの漁具・漁法やナガラミ（ダン

ベイキサゴ）の漁具との違いや漁場の水深や特徴について教えていただくとともに、漁具も提

供していただきました。誠力丸さんは平塚地先でナガラミを対象とした貝桁びき網漁を営んで

おり、その際に１日あたり10個前後のチョウセンハマグリの混獲があるそうで、今後、ハマ

グリ専用の桁びき網で試験操業にも取組むそうです。 

チョウセンハマグリの漁具漁法以外にナガラミの加工法についても教えていただきました 



○ ９月 14日、水産技術センター相模湾試験場は、平成29年度第1回相模湾定置網漁海況予

測説明会を神奈川県定置網漁業研究会と共催で開催しました。説明会では「平成29年上半期

の経過と下半期の見通し」、「太平洋側での主要魚種の資源と漁獲状況」及び「平成29年後

半の海況予測」を試験場職員が説明しました。当日は漁業関係者他29名が来場し、例年より

も多くの関係者が出席しました。 

漁海況説明会会場の様子 

●お 知 ら せ  

○ 平成 29年度第２回漁業体験研修のお知らせ 

  県水産課は、漁業に就業したい方を対象に、漁船に乗り込み漁業現場の見学や体験をして、

漁業への理解を深めていただく研修会を開催します。 

  日程：平成29年11月 18日(土曜日) 午前 5時 30分から午前11時 50分まで 

  開催場所：山茂丸水産（横須賀市佐島） 

  詳しくは、県水産課のホームページをご覧頂くか、県水産課水産企画グループまでお問合せ

ください。 

  県水産課の漁業体験研修に関するホームページ 

  http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f532921/p1172893.html 

  県水産課水産企画グループ 

  電話 045-210-4542 


